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  はじめに
平成２０年に告示された学習指導要領（文部科学省，２００８）では，次代を担う科学技術人材の
育成がますます重要な課題となっていること等を踏まえ，理数教育の充実が図られた。これを
受けて，文部科学省では全国学力・学習状況調査において，平成２４年から３年に１度，理科を
追加して実施することになった（国立教育政策研究所，２０１２）。調査の結果，理科においては
観察・実験の結果を整理し考察することや，科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明した
りすることに課題があることが明らかになった（文部科学省・国立教育政策研究所，２０１２）。
しかし，同調査では，「理科の勉強が好きですか」という質問に対し，「当てはまる」，「どちら
かといえば当てはまる」と回答した児童が約８割いることがわかり，北海道立教育研究所附属
理科教育センター・北海道教育大学（２０１２）の結果と同様の傾向を示した。これにより，一般
的に言われている「理科嫌い」の実態は，少なくとも小学校においては見られず，それどころ
か理科が「好き」な児童が，国語や算数よりも多いことが明らかになった。
また，科学技術振興機構（２０１０）は，全国の小学校教員の理科に対する意識について調査・
報告している。その結果，小学校教員の約９割が理科全般の内容について「大好き」，「好き」
と肯定的であることがわかった。しかし，その一方で指導に対する意識は４割以上の教員が理
科全般の内容の指導を「苦手」，「やや苦手」と回答しており，中でも物理領域や地学領域につ
いては約６割の教員が指導に対して「苦手」，「やや苦手」と感じていることが明らかにされた。
さらに，小学校教員を目指している大学生においても，理科全般の内容について「大好き」，
「好き」と肯定している学生は７割を超えるが，指導については「苦手」，「やや苦手」と感じ
ている学生が６割前後いることがわかった（科学技術振興機構，２０１１）。これらのことから，
児童，教員，教員を目指す学生のそれぞれが，小学校における理科を好きであることがわかっ
たが，その一方で，課題や苦手意識をもっていることが明らかにされた。
さて，北翔大学学習コーチング学科及び教育学科は，小学校教員を養成するコースを位置付
けているが，その学生の実態はどうなのだろうか。先に示した全道及び全国の状況との共通点
及び相違点，本学の学生の理科に関する課題，これらを明らかにする必要があると考えた。
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そこで本研究では，北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科第２学年の小学校教
員を目指す学生を対象としたアンケート調査の結果の一部と，同教育文化学部教育学科１学年
の小学校教員を目指す学生に講義中に実施したテストの結果の一部を用いて，本学学生の理科
に対する意識及び課題を明らかにするとともに，今後の講義内容等の方向性を検討する。
 調 査１ アンケート調査（１）調査対象
北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科に所属する学生のうち，平成２６年度前学
期開講の「理科指導法」を履修した７４名を対象とした。（２）実施日及び実施方法
実 施 日：平成２６年４月９日５講時
実施方法：講義開始時にアンケート用紙を配布し，調査対象者が用紙に直接記入し，講義終
了時に回収した（回収数・回収率：７１名・９５．９％）。（３）アンケートの内容
調査項目は，理科に対する「好き」「嫌い」について，領域別の学習内容に関する「好き」
「嫌い」について，小学校？高等学校までの理科の観察・実験の実施頻度について，そして，
小学校における理科教育の課題や小学校教員を目指す上で不安に思っていることについての質
問から構成した。本研究では理科及び学習内容に関する意識についての回答データのみ使用す
る。（４）アンケート調査結果
アンケートの質問項目（本研究に使用する項目のみ）と結果は－３の第１表に示した。北
翔大生の理科に対する意識は，図１のように，好き，嫌い，ともに３割弱となった。また，各
領域の項目を１つ以上選択した人数を，仮に領域別の好き嫌いの人数としてカウントしたとこ
ろ，好きな領域は，図２のように物質（化学）３８．０％，エネルギー（物理）３５．２％，生命（生
物）５９．１％，地球（地学）６２．０％の学生が各領域に含まれる項目を選んでいる。また苦手な領
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域は，図３のように物質８０．３％，エネルギ ８ー５．９％，
生命３３．８％，地球５０．７％となっており，A区分の物質，
エネルギー領域が苦手と感じる学生が多く，B区分の
生命，地球領域を好きな学生が多いことがわかった。
また，図４のように学習内容別に選択した学生の数
（％）を比較すると，A区分の物質，エネルギー領域
の内容はまんべんなく好きな学習内容が少なく，苦手
な学習内容が多いことがわかる。特にイオンや原子，
電気や磁石，エネルギーなどの目に見えないものを扱
う学習内容で，その傾向が大きい。一方，B区分では
好き・苦手の差は少ないだけでなく，生命領域は苦手
な学習内容の割合の方が少なく，好きな学習内容を選
んだ学生の方がやや多く，A区分の２領域とは逆の傾
向を示す。また，地球領域の各項目においては，好き
な学習内容，苦手な学習内容ともに同じような人数が
選んでおり，それぞれの割合に差はない。２ 「理科概論」における小テスト及び最終テスト（１）テスト対象
北翔大学教育文化学部教育学科に所属する学生のうち，平成２６年度後学期開講の「理科概
論」を履修した７３名を対象とした。（２）実施日及び実施方法
実 施 日：平成２６年１０月１５日，１０月２２日，１１月２６日，平成２７年１月２１日，１月２８日，３講時
実施方法：小テストは，各講義の開始時に約１０分間行い，その後解答・解説をした。解答時
に対象者が自己採点をし，講義後回収した（回収数・回収率：平成２６年１０月１５日〈６７名・
９１．８％〉，１０月２２日〈６８名・９３．１％〉，１１月２６日〈５９名・８０．８％〉，平成２７年１月２１日〈６８名・９３．１％〉）。
最終テストはまとめ講義の後，約４０分行い，解答はせずに回収した（回収数・回収率：６７名・
９１．８％）。（３）テスト内容の概要
小テストは，過去５カ年以内に実施された，北海道・札幌市教員採用選考検査第１次検査の
出題から，小学校理科の学習内容に関する問題を抽出し，これらをもとに講義で扱った小学校
各学年の指導内容ごとにまとめて作成し直した問題を使用した。講義内容に合わせて実施した
ため，それぞれ出席人数が違い，回収率が異なる。また，最終テストは理科教育学的講義内容
に関する問題と，小学校理科の学習内容に関する（小テストにおける既出問題に関連した）問
題を出題した。本研究では小学校理科の学習内容に関する問題の正答率のみデータとして使用
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１４１
する。（４）テスト集計結果
小テスト及び最終テスト（本研究に使用する問題の
み）の設問概要と正答率を－３の第２表に示した。小
テストは北海道・札幌市教員採用選考検査第１次検査の
出題をもとに作問しているため，出題内容に該当する学
習内容に偏りが見られるが，今回はそれらを物質，エネ
ルギー，生命，地球領域に分類し，それぞれの平均を各
領域の平均正答率として扱った。また，最終テストにお
いても，領域ごとに出題した問題数が大きく異なり，単純に比較はできないが，それぞれの領
域ごとに平均正答率を出して比較した。図５に，小テストと最終テストの領域ごとの平均正答
率を示す。
図５から，各領域において，最終テストでは小テストよりも正答率が高くなっている。領域
ごとの正答率を比較すると，エネルギー領域がもっとも正答率が高く４７％の正答率だが，物質
及び地球領域はそれぞれ３３．６％，３３．１％と正答率が低くなっている。３ 資料 第１表 理科指導法におけるアンケート結果
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第２表 理科概論におけるテスト集計結果
１４３
 分析・考察１ 北翔大学生の理科に対する意識（１）各種調査結果との比較
－１のアンケート結果と冒頭の各種調査結果
を比較し，北翔大学生の理科に対する意識を分析
する。図６は平成２４年の全国の小学校６年生，平
成２２年の全国の小学校教員，平成２２年の全国の非
理科選修の教員を目指す学生，そして本研究の対
象となった平成２６年の北翔大学生の，理科が好き
であるかどうかに関する調査結果の比較である。
回答項目は科学技術振興機構（２０１０，２０１１）の項
目にあわせている。全国の小学生に関しては，
「理科の勉強は好きですか？」という質問に対し
て「当てはまる，どちらかというと当てはまる，
どちらかとういうと当てはまらない，当てはまら
ない」という回答項目であった。本研究で行ったアンケートは「好き，嫌い，どちらでもな
い」であったため，「好き」を「大好き，好き」と，「嫌い」を「大嫌い，嫌い」と対応させた。
比較すると，全国の小学生及び他大学の「大嫌い，嫌い」の割合と本学の「嫌い」の割合が
同じような傾向を示しており，大きく違いが出るのは「好き」の割合である。本学以外の調査
では「どちらでもない」の項目がないため，多くの回答者が「好き」の方を答えた可能性が考
えられる。しかし，純粋に理科に対して「無関心」である可能性もあるため，今後同様の調査
を行う場合は，質問項目を全国的な調査と合わせていく必要がある。（２）対象学年を追った比較
北海道立教育研究所附属理科教育センター
・北海道教育大学（２０１２）では，小学校から
中学校，高等学校へと進学するにつれて，理
科が好きな割合が低下することを指摘してい
る。しかし，この調査では調査年毎に，学校
種ごとの児童生徒の意識を比較しており，そ
の学年集団を追った分析がされていない。北
海道立教育研究所附属理科教育センターと北
海道教育大学では，２００２年から２～３年に一
度，小学校４年，小学校６年，中学校２年，
高等学校２年の児童，生徒を対象に調査を
図６
全国小学生：文部科学省・国立教育政策研究所
（２０１２），全国教員：科学技術振興機構（２０１０），国
公立・私立：科学技術振興機構（２０１１）による
図７
全道小６，中２，高２のデータは北海道立教育研究所
附属理科教育センター・北海道教育大学（２０１２）による．
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行っており，調査年である２００７年の小学校６年生が順調に進学した場合，２０１４年は大学１年で
ある。集団が完全に一致するわけではないが，ほぼ同学年の集団と考えて，同調査のデータを
用いて，理科に対する意識の経年比較をおこなった（図７）。
図７からも，北海道立教育研究所附属理科教育センター・北海道教育大学（２０１２）が指摘し
ているように，ほぼ経年で比較しても学校種が進むにつれて，理科好きの割合が減っているこ
とがわかる。本研究のアンケート調査では，「どちらでもないという」項目を設けているため，
高等学校２年の「好き」と「嫌い」の割合と比較して，どちらも大きく減少しているが，これ
は強く「好き」「嫌い」と感じていない学生が「どちらでもない」を選択したと思われる。ま
た，高等学校２年と比較して，「好き」は約１５％，「嫌い」は約１０％減少しており，「好き」の
方が，減少率が大きくなっている。このことから，本研究のアンケート調査に，「どちらでも
ない」の項目が設定されていなかったとしても，理科好きの総数は減少し，小学校６年から続
く，理科好きの減少率はほぼ変わらないのではないかと考える。
これらの分析結果より，北翔大学の学習コーチング学科第２学年に所属する，小学校教員を
目指す学生の理科に関する「好き」「嫌い」の意識は，全国的及び全道的な傾向と大差がない
と考える。２ 北翔大学生の理科に関する理解（１）領域ごとの好き・苦手の意識と，テスト結果の比較
図８は，図４の学習内容別の意識をもとに作成した図で
ある。このように，本学に在籍する学生の理科の学習内容に
関する好き・苦手の意識は A区分と B区分とで異なる傾向
を示す。一方で，２０１１年の小学校６年生の意識調査（北海道
立教育研究所附属理科教育センター・北海道教育大学，
２０１２）からは，図９のように，本学の学生とは全く正反対の
傾向が見られる。北海道立教育研究所附属理科教育センター
・北海道教育大学（２０１２）によると，小学生の意識の傾向は，
年度を変えてもほぼ同じような傾向を示すことがわかってい
る。このことから，本学に在籍する学生も，小学校当時は図
９に近い傾向であったはずで，小学校卒業後，現在に至るま
での間に，大きく意識を変える要因があったと考えられる。
その要因として，最も可能性が高いのが，中学校以降の物
質（化学），エネルギー（物理）領域を学ぶ中で，計算等が
苦手となり，同時に理科も苦手になるという仮説である。試
しに，小テストの計算問題を対象から取り除くだけで，大き
く正答率が上がる。それどころか，苦手意識と，正答率が似
図８
図９
北海道立教育研究所附属理科教育セン
ター・北海道教育大学（２０１２）のデー
タをもとに作成
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た傾向を示すという面白い結果となる（図１０）。
小学校理科の内容に関する問題のうち，苦手に感
じている物質・エネルギー領域の問題でも，計算
の関わらない問題であれば，十分理解する力を
持っているという事実が明らかになった。（２）教員の苦手意識との相関関係
では，好きだと思っていた（あまり苦手ではな
いと感じていた）生命・地球領域の問題について，
その正答率が低いことの要因は何なのか。図１１に，
道内の小学校教員が，指導が難しいと感じる学習
内容について示す（北海道立教育研究所附属理科
教育センター・北海道教育大学，２０１２）。教える
立場になると，生命・地球領域についての苦手意
識（指導が難しいと感じる意識）が高くなる。こ
の傾向は，小テストにおける正答率の低さと調和
的で，大学在学中もしくは，教える立場になって
から初めて「理解していない」ことに気付くので
はないだろうか。
 まとめ
これまで北翔大学の学生の理科に対する意識及び，理解の状況をアンケート及びテストの結
果から分析してきた。その結果，次のようなことがわかってきた。
１．本学の学生の理科に対する意識は，全国の教員及び学生と比較して，ほぼ同じような傾向
を示していると解釈できる。
２．小学校からの理科に対する意識の変化や，教員になった際の苦手意識等とも整合性があり，
きわめて標準的な状況であると言える。
３．理科に対する「苦手」や「好き」の意識と，「できる」「できない」の事実は関係ない。
 課題
児童・生徒の理科離れの原因は，教師の理科離れだという通説は，理科教育の現場であたり
前のこととなっている。しかし，鶏が先か卵か先かの議論ではないが，理科が苦手な児童・生
徒が教員となれば，その循環を絶つことができない。本調査の結果，物質・エネルギー領域で
図１０
図１１
北海道立教育研究所附属理科教育センター・北海道教
育大学（２０１２）のデータをもとに作成
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は実際の力以上に苦手意識をもっていたり，生命・地球領域では好きな感情に反して理解でき
ていなかったりする実態が明らかになった。このことに気付かず教員になれば，苦手と思って
いる領域を避け，好きだったはずの領域で挫折し，教員が理科嫌いになることはたやすく予想
できる。学生時代に自分自身の力を正しく把握し，弱点を克服して教員になることが求められ
る。大学は，全力でサポートする義務がある。
本研究における調査項目は不十分であり，分析結果も推測が多く含まれていることから，信
頼性に欠けるものである。しかしながら，わずかでも見えた上記課題が事実であるならば，将
来の理科教育を向上させるための対策を検討する一助となるはずである。調査項目を整理し，
大学生の理科に対する意識や，理科教育における負の輪廻の実態を明らかにしていきたい。引用文献
科学技術振興機構（２０１２），平成２２年度小学校理科教育実態調査報告書
科学技術振興機構（２０１１），理科を教える小学校教員の養成に関する調査報告書
国立教育政策研究所（２０１２），平成２４年度全国学力・学習状況調査解説資料小学校理科
北海道教育委員会（２０１２），全国学力・学習状況調査北海道版結果報告書（合算）
北海道立教育研究所附属理科教育センター・北海道教育大学（２０１２），第５回北海道における
理科教育の充実を図るための調査研究
文部科学省（２００８），小学校学習指導要領
文部科学省・国立教育政策研究所（２０１２），平成２４年度全国学力・学習状況調査【小学校】報
告書
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